
～早春の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤブツバキ  藪椿  

ツバキ科・常緑小高木・本州～沖縄に分布 

寒い時期に赤い花がよく目立つ。本種から改良された

色やかたちの異なる園芸品種も多い。秋に熟す果実か

らは精製して椿油がとれる。 
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東
京
都
西
東
京
市
に
在
る

東
京
大
学
田
無
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
京
大
学
・
生
態
調
和
農

学
機
構
、
旧
東
大
農
場
）
の
方

か
ら
「
ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し

い
仕
事
が
あ
る
け
ど
見
に
来

て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
の
依

頼
を
い
た
だ
き
、「
単
純
で
簡

単
な
仕
事
が
い
い
の
で
す

が
」
と
言
い
つ
つ
、
昨
年
４
月

に
現
地
調
査
と
打
合
せ
を
し

ま
し
た
。 

 

仕
事
の
内
容
は
現
在
キ
ャ

ン
パ
ス
再
整
備
工
事
を
各
種

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
昭
和
初
期
に
つ
く
ら
れ

現
在
活
用
さ
れ
て
い
な
い
池

を
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
１

９
４
０
年
に
建
立
さ
れ
た
功

績
の
あ
る
先
生
の
胸
像
を

元
々
あ
っ
た
台
座
（
石
）
の
上

に
配
石
し
て
設
置
す
る
、
明

治
～
大
正
期
に
使
わ
れ
て
い

た
古
い
水
道
の
共
用
栓
を
池

の
脇
に
据
付
し
て
給
水
口
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

 

打
合
せ
時
に
倉
庫
に
通
さ

れ
古
い
水
道
の
共
用
栓
を
見

た
と
き
は
、
こ
ん
な
に
古
い

も
の
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と

感
動
し
た
半
面
、
こ
の
よ
う

な
文
化
財
的
な
も
の
を
利
用

し
て
の
工
事
が
上
手
く
い
く

の
か
と
の
不
安
が
過
ぎ
り
ま

し
た
。
た
だ
実
際
ふ
れ
て
み

て
、
古
い
も
の
は
丈
夫
で
重

た
く
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
工

事
中
も
破
損
し
た
り
す
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

調
査
か
ら
図
面
の
作
成
な

ど
を
経
て
実
際
の
工
事
は
７

月
か
ら
施
工
し
て
約
１
か
月

間
で
終
了
し
ま
し
た
。
言
葉

は
悪
い
の
で
す
が
、
少
し
荒

れ
果
て
た
状
況
か
ら
過
去
の

も
の
を
集
め
て
活
か
し
て
、

新
し
い
景
色
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

教
職
員
の
方
々
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

☝池の畔にたたずむ、原凞（はら ひろし）先生の胸像（中央）と、蛇体鉄柱式共用栓（左下） 

水生植物園池改修工事 

・開口部コンクリート躯体工 

・排水工 

・給水工 

・池かさ上げ工 

胸像移設等工事 

・原凞先生 胸像設置 

・既存景石 配石設置 

・胸像周辺植栽基盤整備 

胸像の人、原 凞（はら ひろし）先生とは 

☝施工前（全景） 

遺
産
を
活
か
し
て 

 

先
人
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
遺
産
を
現
在
に
活
か
し

蘇
る
よ
う
な
工
事
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
様
子
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

☝施工後（全景） 

・1868（明治元）年 加賀藩生れ ～ 1934（昭和 9）年 逝去 

・東京帝国大学農科大学の園芸学講座を担当しながら、初代附属農場長

を約２３年間歴任しました。 

・農学科の園芸学講座を果樹・野菜・生産花卉を扱う園芸学第一講座と

し、新たに造園・展示花卉を扱う園芸学第二講座を創設しました。この

間、「公園の父」と称されている林学科の本多静六博士とともに、学科を

横断して造園学講義を開設し、造園・園芸教育の拡充に尽力しました。 

・明治神宮内苑・外苑の造営に関わった際には、才能溢れた多くの若い研

究者を招き、指導しながら実務に就かせました。この結果、多くの優れ

た専門家が地方に赴任し、今日の地方自治体の公園緑地行政の基礎

も築いています。さらに、日本庭園を東洋独自の芸術とみなし、荒廃し

ていた文化財庭園の名勝指定への道筋も作っています。 

 

☆原先生の詳しいご功績や東京大学田無キャンパスに関わる情報は、 

東京大学生態調和農学機構ホームページ「農場博物館」をご覧下さい 

 

蛇体
じゃたい

鉄柱式
てっちゅうしき

共用
きょうよう

栓
せん

について 

 

明治から大正期に使われた、市民

が水くみに使用した、道端などに

あった水道の共用栓です。 

 

鉄柱の蛇腹模様から蛇体式と言わ

れる説があり、水の吐出口は獅子

や龍の形があります。 

☝道端にあった共用栓の使用イメージ 

（東京都水道歴史館 HPより引用） 

☝倉庫に保管されていた蛇体鉄柱式共用栓 

☜吐出口は獅子（ライオン） 

施工の様子は 

裏面です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原凞先生、胸像の旅 

 

胸像は１９４０年に弥生キャンパス圃場内

に建立されました。その後１９７０年頃に

圃場の温室拡張に伴い、胸像は弥生キャン

パスの研究室に移設・保管されました。 

一方、台座を含む４個の石は千葉市検見川

の大学施設に保管されていましたが、当該

施設の統合・廃止により、田無キャンパス

に石のみ移設・保管されました。 

 

原凞先生は初代農場長を務められたことか

ら、田無キャンパスの整備工事に合わせ、

縁深い同キャンパス内に長期間分かれてい

た胸像と台座が復元・設置されました。 

昨年１０月には、多くの関係者が集まり、

胸像除幕式が執り行われました。 

完成すると外から見えなくなる部分が多くあります。実際に施工がきちんと行われたのかを確認するためにも、

特に隠れてしまう部分の施工写真は重要です。 

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

①施工前 壊れて開口している、池の

躯体（壁）。 

施工の様子 

水生植物園池改修工事 

 

【A】壊れている池の躯体の開口

部を塞ぎ、水がたまるようにする 

【B】排水は浸透ますを設置して

敷地内処理とする  

【C】給水は蛇体鉄柱式共用栓か

ら吐出するようにする 

【D】池を砕石でかさ上げし、転落

等した際の安全性を高め、水生植

物を植えられるようにする 

胸像等移設工事 

 

・古い小屋のコンクリート基礎の上に、

原先生の胸像を載せる台座の石を据付、

周辺に附属している碑文のある石など

合わせて計４石を配石 

・胸像周辺に客土をし、リュウノヒゲを

植栽する 

②鉄筋コンクリートの躯体（壁）をつ

くるための配筋設置したところ。 
③型枠を組み、コンクリートを打設して

いる。下の穴は浸透ますへの排水口。 

④施工後 コンクリートの躯体（壁）

が出来た。 

【A】開口部コンクリート躯体工 

【B】排水工 

①施工前 壊れている池の躯体（壁）

の写真左側に浸透ますを設置する。 

②池の下にトレンチ管（有孔管）を 

設置して、浸透ます側に排水させる。 

③浸透ますはかなり大型のものをつく 

った。写真は砕石やますを入れる前。 
④擁壁と浸透ますの間には排水バルブを

設置している。 

⑤施工後 土で埋め戻したため、地上

からは、ますの蓋しか見えない。 

【C】給水工 

①施工前 池の出島みたいな箇所に共

用栓を設置するための基礎づくり。 
②給水管や給水バルブを設置。 ③給水管を埋設している。今回は水道

管との接続は別工事となった。 
④施工後 ⑤水中ポンプを利用して、通水試験を

行い、吐出状況の確認をした。 

①施工前 先ずは池の掃除から。泥や

落ち葉を掻きだしている。 

②池掃除完了。 ③単粒度４号砕石を約 60m3投入した。 ④池のかさ上げは、池の擁壁天端から 

約 35㎝下がりになるようにした。 
⑤施工後 

【D】池かさ上げ工 

①施工前  ②基礎となる土台を形成中 

③台座の石はコンクリートで固定 ④石の周辺に客土、先生を載せる前 ⑤台座の石と胸像の固定は接着剤 

⑥台座に載る直前の原先生 ⑦施工後（正面） ⑧視線は先生ゆかりの駒場キャンパスを見つめる 


